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電波科学計算機実験装置(KDK)全国共同利用専門委員会
1.共 同利用 施設 お よび活 動の 概要
電 波科 学計 算実 験装 置(KDK)は宇 宙 プ ラズマ 、超 高層 ・中層 大気 中の波 動現象 お よび 宇
宙電 磁 環境 な どの計算機 実験 に よる研 究 を推進 させ るた め に導入 され た専 用計 算機 シス テ
ム であ る。 電 波科 学計 算実 験装 置 は京都 大学 学術 情報 メデ ィアセ ン ター に設 置 され てお り、
富士 通製SPARCENTERPRISEM9000の2.5ノー ド(1ノ ー ドあ た り128コア 、1TB共有 メモ
リ)お よび約80TBの補 助記 憶装 置 を使用 してい る。 また 、生存 圏研 究所 内に190TBの容 量
を持 つRAID型補助 記憶 装置 と解 析用 ワー クステ ー シ ョンを有 してい る。
柔 軟 な計 算機 シス テ ム運 用 に よって 、大 規模 計 算 を長 時 間実行 す る環 境 を提 供 し、宇 宙
圏 を 中心 と した生 存 圏科 学 にお い て、従 来 の小 規模 な計 算機 実 験 で は知 り得 なか っ た新 し
い知 見 を得 る こ とに貢 献 して い る。
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図1:計 算実 験装 置(京 都 大学 学術 情報 メデ ィアセ ン ター に設 置)
2.共 同 利 用 研 究 の 成 果
2.1研究 課題
電波 科学 計算 実験 装置 全 国共 同利用 で は以 下 の課 題 を募集 してお り、今 年度 の利 用代 表者
数 は25名 で あ る。
・宇 宙 プ ラズマ電磁 環 境解析(波 動粒 子 相互 作用 、 プ ラズマ波 動解析 等)
・宇 宙機一プ ラズマ相 互作用 解析(衛 星 帯電 、非化 学推 進等)
・中性 大気 波 動力 学解析
・電 波応 用 、電波 科学 一般
・そ の他 の生 存 圏(森 林 圏、人 間生 活 圏な ど)関 連 の計算機 実験





生 存 圏 研 究 第8号p.802012年
2.Usui,H.,etal.,InternationalConfbrenceonComputationalScience,ProcediaComputerScience,4,
2337-2343(2011).
3.臼 井 英 之 、 惑 星 間 航 行 シ ス テ ム 開 発 に 向 け た マ ル チ ス ケ ー ル 粒 子 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 、 応 用 物 理 、
第80巻 、 第7号 、p.0602-0605,2011,
4.臼 井 英 之 、 惑 星 間 航 行 シ ス テ ム 開 発 に 向 け た マ ル チ ス ケ ー ル 粒 子 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,日 本 計 算 工











































24.山 本真 之 ほか,赤 道 大気 レー ダー とミー ライ ダー に よる熱 帯域 中層 雲 の鉛 直流観 測,第29回 レ
ーザ セ ンシ ングシ ンポ ジ ウム予稿 集 ,pp.24-25,2011.
25.山 本真 之 ほか,赤 道 大気 レー ダー と偏光 ライ ダー に よる層 状性 降水 内 の鉛 直流 ・降水粒 子 落下速
度 ・偏 光解 消度 の 同時観測,第29回 レーザ セ ンシ ング シンポ ジ ウム予稿集,pp.86-87,2011.
26.山 本真 之 ほか,赤 道 大気 レー ダー ・偏光 ライ ダー に よる層 状性 降水 の詳 細観測,第5回 赤 道大気
レー ダー シ ンポジ ウム(第182回 生 存圏 シ ンポ ジ ウム)プ ロシーデ ィング,pp.26-272011.
2.3学 位 論 文(平 成23年 度 取 得)
小 路 真 史(京 都大学 ・博士論文)、 芦 田康 将(京 都大学 ・修士論文)、小 澤 裕 幸(神 戸大学 ・修士論
文)、北 原 理 弘(東 北大学 ・修士論文)、佐 藤 弘 規(愛 媛大学 ・修士論文)、高 野 裕 一 朗(愛 媛大学 ・
修士論文)、田 中宏 樹(愛 媛大学 ・修士論文)、橋 本 昭 彦(神 戸大学 ・修士論文)、宮 下 優(京 都大学 ・
修士論文)、 山本 拓 実(神 戸大学 ・修士論文))以 上 、10件
2.4学 会 賞
1.小 路 真 史 、URSIYoungScientistAward
2.松 田 和 也 、 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 学 生 発 表 賞(オ ー ロ ラ メ ダ ル)
3.共 同 利 用 状 況








用 者 数1147692898568学 内19学 内20
*学 外32学 外41
*研 究代表者お よび研究協力者 の延べ人数
一81一
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図2:主 シス テ ム(FATシステ ム)の月別 利用 状況
4.専 門 委 員 会 の構 成 及 び 開 催 状 況
4.1専門委員会の構成
小野 高幸(東 北大)、三浦 彰(東大)、荻 野瀧 樹(名大STE研)、鵜 飼正 行(愛媛 大)、松 清秀 一一(九
州 大)、篠 原 育(JAXA)、臼井 英 之(神戸大)、 八木谷 聡(金沢 大)、村 田健 史(情 報通 信研 究機
構)、町 田忍(京大 理 学研 究科)、佐藤 亨(京大 情 報学研 究 科)、石 岡圭一(京大 理 学研 究科)、
大村 善治(委員 長 、京 大生 存研)、山本 衛(京大 生存研)、小 嶋浩 嗣(京大 生存研)、橋 口浩 之(京
大生 存研)、 田中文 男(京大 生存研)、 海老 原祐 輔(京大 生存研)
4.2専門委員会の開催 状況
日時:平 成24年2月22日(水)13時30分 ～15時30分
場 所:京 都 大学 生存 圏研 究所 中会議 室(S243)
主 な議 題:平 成24年 度電 波科 学 計算機 実験 装 置利用 申請 課題 の審 査
内規 改定 の審議 等
5.特 記 事 項
口 電 波 科 学 計 算機 実 験 装 置 の ウ ェブ ペ ー ジ
htしp://㎜.rish.ky。し○-u.ac.ゴp/kdk/
口KDKシ ンポ ジ ウム 開催(第196回 生 存 圏 シ ン ポ ジ ウム)
日時:平 成24年2.月21,22日
場 所:京 都 大 学 生 存 圏研 究 所 木 質 ホール
ー82一
